






要約:肥満治療中、肥満度の悪化をきたす症例が稀でなく、肥満治療の中断となる要因で

ある。肥満を過脂肪状態とすれば、効果を体脂肪量で判定する必要がある。今回、肥満度

が改善後悪化した症例で体脂肪量の測定を行った。肥満度悪化時でも体脂肪量の変化はな

く、肥満度の悪化は除脂肪体重の増加に起因し、過脂肪状態の悪化ではなかった。患者が

正確な脂肪量の変化を知る事は治療意欲の維持増進に重要と考えられ、また患者に対する

大きな心理的支援になると思われる。


